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W24a VSOPによる Imaging性能
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1997年２月に打ち上げられたスペースVLBI観測衛星「はるか」は，初期性能チェックを終え共同利用観測お
よび５ＧＨｚサーベイ観測が開始されている。本講演では，「はるか」を用いたスペース VLBI観測 VSOPにお
けるイメージング観測性能について報告する。1997年 9月 5日および 6日に天体 0212+735の観測が同じ地上電
波望遠鏡を用いて２回行われ，観測の再現性およびmap dynamic rangeの検証を行った。0212+735は BL Lac

天体であり，地上のVL BI観測でも比較的強い強度で観測されている。観測は５ＧＨｚ帯で行われ，使用された
地上電波望遠鏡は VLBA，相関器も VLBA相関器である。一部リンク局のトラブルなどで UV -cove rageに差
異があるが，観測の性能検証を行うことは十分可能である。
得られたマップは両観測ともによく再現しており，複雑な構造を持っているがmap dynamic rangeで４００
０対１を達成している。これは熱雑音から予想されるものの２倍程度であり，干渉計装置という面では期待され
る性能に初期観測としては達成している。観測における校正誤差によってmap dynamic rangeは制限されてい
ると考えられる。相関強度の校正誤差は，５％程度であると考えられる。また一部のリンク局のデータについて
delayが頻繁に jumpする問題が発生した。これはデジタル回路上のバグであり，現在は改修されているがフリン
ジフィッティングの際にコヒーレンスの低下を招く。これもmapping性能をリミットしている。
講演では，本観測の科学的な結果および他の観測結果についても言及する。


